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計画の構成

第1章 都市計画マスタープランの策定にあたって

第2章 これからの都市づくりに向けて

第3章 都市づくりのビジョン

第4章 都市づくりの基本計画

第5章 分野別都市づくり計画

第6章 地域別構想にあたって

第7章～第13章 地域のまちづくり構想

地域別構想編

全体構想編

導入編

・４つの分野の整備、
誘導方針

・全体構想を基に各地域
の特徴・課題、方針・施策

・７地域に区分

・根幹となる都市づくり
の目標・考え方

・国の政策、本市の現状
を踏まえた都市づくり
のあり方

瑞穂市都市計画マスタープラン
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地域別構想にあたって

地域別構想では、全体構想
の内容や、地域の特性を考
慮しながら、各地域のまち
づくりの方向性を定めます。

地域区分は、改定前の７つ
の小学校区による区分を継
承します。この７つの地域区
分は、自然的、社会的、経済
的及び文化的諸条件、関連
計画や市民の日常生活等に
おいても、基本となってい
ることを勘案し、設定してい
ます。

○地域区分

西地域

図 地域区分図
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西地域のまちづくり構想

○地域の特徴

〈面積及び人口〉

令和２年の人口は、3，９８８人（市全
体の７．１％）で、平成２７年～令和２
年の人口増減は、２１４人の減（５．
１％減少）と、市平均増加率（３．７％）
より増加率が低い地域です。

令和２年の高齢者数は、１，０１５人
（市全体の８．４％）で、高齢化率は２
５．５％と、市平均（２１．５％）より高
い地域です。

表 人口増減（都市計画基礎調査）

〈土地利用等の現況〉

富有柿の発祥の地として柿畑などの果樹園や花き農地が広がり、自然的土地
利用が約６５％を占めています。

主要地方道岐阜巣南大野線と一般県道曽井中島美江寺大垣線の交差部周辺
に商業施設が集積するとともに、工場が点在しています。

H27 R2 増減数 増減率
西地域 4,202 3,988 -214 -5.1%
市全体 54,354 56,388 2,034 3.7%
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図 地域の位置

図 年齢層別人口の割合（国勢調査）
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西地域のまちづくり構想

○地域の特徴

〈都市施設等の現況〉

都市計画道路は、１路線（東海環状自動車道）の整備が完了しています。

公共施設としては、巣南庁舎、巣南公民館等、多数の施設が位置し、市西部の拠点
としての機能を有しています。

〈市民の意向〉

定住意向は約９１％で、定住したい理由では「住み慣れていて愛着がある」のほか、
「買物や通院が便利」という意見が多くなっています。

施策に対する現状の満足度・今後の重要度として、上水道・下水道に関する現状の
満足度が高くなっていますが、交通基盤に関しては現状の満足度が低く、今後の
重要度が高くなっています。

田が全体の約３２％を占め最も多く、次
いで畑が約１７％と多くなっています。

図 土地利用現況（都市計画基礎調査）
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西地域のまちづくり構想

○地域づくりの主要課題

主要課題個別分野

・人口減少による日常生活への影響（生活関連サービスの撤退等）を見据えた計画的な
対応

都市機能
・食料生産地としての役割や、防災・景観形成等の多面的機能の維持を考慮した、農地
の計画的保全

・美江寺駅周辺地区における生活に身近な商業、サービス、医療、福祉施設等の維持、
誘導、集積、交通結節点としての機能強化

土地利用
・都市活力の向上に向けた商工業系の土地利用の充実

・地域の実情を踏まえた土地利用規制等の運用、見直し

・柿畑などの果樹園や花き生産農地、水田等の計画的な保全、整備による農業の振興

・都市間、拠点間をつなぐ利便性の高い幹線道路ネットワークの形成
都市施設

・河川の自然、親水環境の保全、活用（公園、散策路等）、治水対策の推進

・巨大地震や集中豪雨による甚大な被害に備えた、減災を考慮した都市づくり都市環境
その他 ・伊久良河宮跡や富有柿発祥の地としての歴史的資源の保全、活用
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西地域のまちづくり構想

○地域づくりの方針

交通利便性を活かした産業集積、都市機能の強化と、
特色ある農村環境、自然環境と共生した活力ある地域づくり

東海環状自動車道大野神戸ＩＣへの近接性や、アクセス道路である主要地方道
岐阜巣南大野線バイパスの整備により向上する交通利便性を活かし、産業の集
積を図ります。

揖斐川、根尾川、犀川等の河川がもたらす自然環境、柿畑などの果樹園や花き
農地、水田等の農村風景、伊久良河宮跡などの歴史資源等を保全、活用し、地
域の魅力向上を図ります。

美江寺駅周辺地区や幹線道路沿道では、生活に身近な商業、サービス、医療、
福祉施設等の集積を促進し、生活利便性の向上を図ります。
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地域における重点施策

水、緑づくり

① 河川環境の保全、親水空間の整
備（散策路等）

② 農地の保全
③ 耕作放棄地への指導

道路、交通づくり

① 主要地方道岐阜巣南大野線バイ
パスの整備

② 一般県道田之上屋井線の歩道
の整備

③ 公共交通ネットワークの強化

西地域のまちづくり構想

＜地域における基本的な施策＞ 

地域間を結ぶ道路の整備 

生活道路の整備 

歩行環境の整備 

自転車走行環境の整備 
美しく機能的な道路空間の整備 

交通結節点の整備 

拠点的な公園の整備 

身近な公園の整備 

緑豊かな住環境の保全、創出 

下水道の整備 

合併浄化槽の設置 
集落の整備 
既存ストックの活用 

災害に強い都市基盤の整備 

防災情報の整備、活用 

防犯環境の整備、促進 

公共空間の景観整備 

景観に配慮した民間開発の誘導 

低炭素な建築物の整備、誘導 

環境負荷の少ない都市構造の構築 

図 地域構造及び重点施策図（西地域）
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地域における重点施策

都市環境づくり

① 河川整備
② 地域の不燃化、耐震化
③ 伊久良河宮跡、富有柿の母木等

の保全、活用

市街地づくり

① 土地利用のルール、利活用の検
討（特定用途制限地域、工業導
入地域等）

② 適正な土地利用の検討
③ 交流拠点づくり
④ 地域生活拠点の形成（美江寺駅

周辺地区）

西地域のまちづくり構想

＜地域における基本的な施策＞ 

地域間を結ぶ道路の整備 

生活道路の整備 

歩行環境の整備 

自転車走行環境の整備 
美しく機能的な道路空間の整備 

交通結節点の整備 

拠点的な公園の整備 

身近な公園の整備 

緑豊かな住環境の保全、創出 

下水道の整備 

合併浄化槽の設置 
集落の整備 
既存ストックの活用 

災害に強い都市基盤の整備 

防災情報の整備、活用 

防犯環境の整備、促進 

公共空間の景観整備 

景観に配慮した民間開発の誘導 

低炭素な建築物の整備、誘導 

環境負荷の少ない都市構造の構築 

図 地域構造及び重点施策図（西地域）
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西地域の写真

ご清聴ありがとうございました

巣南庁舎 図書館分館 長護寺川

中山道大月多目的広場 伊久良河宮跡 東海環状自動車道


